
（別紙４）

日程 開始 終了 課　目 内容
9:30 10:00 受付

10:00 11:00 オリエンテーション

11:00 12:30
介護保険制度及び地域包
括ケアシステムの動向①

12:30 13:15 昼食

13:15 14:55
介護保険制度及び地域包
括ケアシステムの動向②

14:55 16:55
リハビリテーション及び
福祉用具等の活用に関す
る理解

・リハビリテーションや福祉用具等を活用するに当たって重要となる医師やリハビリテーション
専門職等との連携方法等ネットワークづくりの実践について、課題や不足している視点を認識し
分析する手法及び介護支援専門員に対する改善指導に関する講義を行う。
・リハビリテーションや福祉用具等の活用を検討するに当たり、効果的なものとなるようイン
フォーマルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会
資源の開発など地域づくりの視点を含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び介
護支援専門員に対する改善指導・支援に関する講義を行う。

9:30 10:00 受付

10:00 13:00
生活の継続及び家族等を
支える基本的なケアマネ
ジメント

・「適切なケアマネジメント手法」の基本的な考え方及び高齢者が有する疾患に関係なく想定さ
れる支援内容及び多職種との情報共有において必要な視点を整理した「基本ケア」について理解
する。
・各自が担当している主任介護支援専門員としての実践事例について振り返り、意見交換等を通
じて、課題や不足している視点を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改
善策を講じ、資質向上に向けた介護支援専門員に対する指導・支援を実践することができる知
識・技術を修得する。
・「基本ケア」を踏まえた支援方法を検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマ
ルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会資源の開
発など地域づくりの視点を含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び介護支援専
門員に対する改善指導に関する講義を行う。

13:00 13:45 昼食

13:45 17:45
看取り等における看護
サービスの活用に関する
事例

・各自が担当している看護サービスの活用に関する主任介護支援専門員としての実践事例につい
て振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足している視点を認識し分析する。分析に必要な根
拠を明確にすることにより改善策を講じ、資質向上に向けた介護支援専門員に対する指導・支援
を実践することができる知識・技能を修得する。
・看取り等を含む看護サービスを活用するに当たって重要となる医師や看護師等との連携方法等
ネットワークづくりの実践について、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善指
導に関する講義を行う。
・看取り等を含む看護サービスの活用を検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォー
マルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会資源の
開発など地域づくりの視点を含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善指導
に関する講義を行う。

9:30 10:00 受付

10:00 12:00
ケアマネジメントの実践
における倫理的な課題に
対する支援

・介護支援専門員が備えるべき、利用者本位、自立支援、公正中立、人権の尊重、守秘義務、利
用者のニーズの代弁等の倫理に関する講義を行う。
・高齢者の権利擁護や意思決定支援（認知症、身寄りのない高齢者、看取りのケース等）に関す
る制度等について講義を行う。
・個別支援において直面しやすい倫理面の課題への対応に係る介護支援専門員への指導・支援の
方法についての講義を行う。

12:00 12:45 昼食

12:45 17:45
脳血管疾患のある方のケ
アマネジメント

・脳血管疾患に特有な検討の視点や想定される支援内容を整理した「適切なケアマネジメント手
法」の「疾患別ケア（脳血管疾患がある方のケア）」について理解する。
・各自が担当している脳血管疾患のある方のケアマネジメントに関する事例（居宅サービス計画
等）について主任介護支援専門員としての実践を振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足し
ている視点を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、資質向
上に向けた介護支援専門員に対する指導・支援を実践することができる知識・技術を修得する。
・脳血管疾患のある方の支援方法を検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマル
サービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会資源の開発
など地域づくりの視点を含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び介護支援専門
員に対する改善指導に関する講義を行う。

9:30 10:00 受付

10:00 12:00 人権研修

12:00 12:45 昼食

12:45 17:45
大腿骨頸部骨折のある方
のケアマネジメント

・大腿骨頸部骨折に特有な検討の視点や想定される支援内容を整理した「適切なケアマネジメン
ト手法」の「疾患別ケア（大腿骨頸部骨折がある方のケア）」の内容を理解する。
・各自が担当している大腿骨頸部骨折のある方のケアマネジメントに関する事例（居宅サービス
計画等）について主任介護支援専門員としての実践を振り返り、意見交換等を通じて、課題や不
足している視点を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、資
質向上に向けた介護支援専門員に対する指導・支援を実践することができる知識・技術を修得す
る。
・大腿骨頸部骨折のある方の支援方法を検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォー
マルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会資源の
開発など地域づくりの視点を含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び介護支援
専門員に対する改善指導に関する講義を行う。

３日目
講義

４日目
講義

・介護保険制度の最新の動向、地域包括ケアシステムの構築や地域共生社会の実現に向けた取組
及び課題、地域包括ケアシステムの構築における介護支援専門員及び主任介護支援専門員の役割
について講義を行う。
・利用者やその家族を支援する上で関連する最新の制度、動向及び社会資源の活用並びに関係機
関等との連携やネットワーク構築に関する講義を行う。
・介護保険制度及び介護支援専門員を取り巻く状況など現状で課題となっている事項を踏まえ
た、介護支援専門員に対する指導・支援に関する講義を行う。

福岡県主任介護支援専門員更新研修　カリキュラム一覧
　　〔８日間　計４９．５時間〕

注）　会場によって研修時間やカリキュラムの順番等が若干異なる場合があります。

１日目
講義

２日目
講義



9:30 10:00 受付

10:00 12:00
心疾患のある方のケアマ
ネジメント①

12:00 12:45 昼食

12:45 15:45
心疾患のある方のケアマ
ネジメント②

9:30 10:00 受付

10:00 12:00
誤嚥性肺炎の予防のケア
マネジメント①

12:00 12:45 昼食

12:45 15:45
誤嚥性肺炎の予防のケア
マネジメント②

9:30 10:00 受付

10:00 13:00
認知症のある方及び家族
等を支えるケアマネジメ
ント①

13:00 13:45 昼食

13:45 16:45
認知症のある方及び家族
等を支えるケアマネジメ
ント②

9:30 10:00 受付

10:00 13:00

家族への支援の視点や社
会資源の活用に向けた関
係機関との連携が必要な
事例のケアマネジメント
①

13:00 13:45 昼食

13:45 16:45

家族への支援の視点や社
会資源の活用に向けた関
係機関との連携が必要な
事例のケアマネジメント
②

16:55 17:25 修了式

・家族に対する支援に当たり重要となる関係機関や地域住民をはじめとする多職種との連携方法
等ネットワークづくりの実践について、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び改善
指導に関する講義を行う。
・関連する他法他制度（難病対策、高齢者虐待防止、障害者施策、生活困窮者対策、仕事と介護
の両立・支援、ヤングケアラー支援、重層的支援体制整備事業等）の内容や動向に関する講義を
行う。
・各自が担当している家族への支援の視点や他法他制度の活用が必要な事例に関する主任介護支
援専門員としての実践を振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足している視点を認識し分析
する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、資質向上に向けた介護支援専門
員に対する指導・支援を実践することができる知識・技術を修得する。
・家族への支援の視点や社会資源の活用に向けた関係機関との連携が必要なケースを検討するに
当たり、インフォーマルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践に
おいて、社会資源の開発など地域づくりの視点を含め、課題や不足している視点を認識し分析す
る手法及び介護支援専門員に対する改善指導に関する講義を行う。

・心疾患に特有な検討の視点や想定される支援内容を整理した「適切なケアマネジメント手法」
の「疾患別ケア（心疾患がある方のケア）」の内容を理解する。
・各自が担当している心疾患を有する方のケアマネジメントに関する事例（居宅サービス計画
等）について主任介護支援専門員としての実践を振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足し
ている視点を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、資質向
上に向けた介護支援専門員に対する指導・支援を実践することができる知識・技術を修得する。
・心疾患のある方の支援方法を検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマルサー
ビスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会資源の開発など
地域づくりの視点を含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び介護支援専門員に
対する改善指導に関する講義を行う。

６日目
講義

・誤嚥性肺炎の予防における「適切なケアマネジメント手法」の「基本ケア」の重要性を再確認
する講義を行う。
・誤嚥性肺炎の予防における検討の視点や想定される支援内容を整理した「適切なケアマネジメ
ント手法」の「疾患別ケア（誤嚥性肺炎の予防のためのケア）」の内容を理解する。
・各自が担当している誤嚥性肺炎の予防のためのケアマネジメントに関する事例（居宅サービス
計画等）について主任介護支援専門員としての実践を振り返り、意見交換等を通じて、課題や不
足している視点を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、資
質向上に向けた介護支援専門員に対する指導・支援を実践することができる知識・技術を修得す
る。
・誤嚥性肺炎の予防のための支援方法を検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォー
マルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会資源の
開発など地域づくりの視点を含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び介護支援
専門員に対する改善指導に関する講義を行う。

７日目
講義

・認知症に特有な検討の視点や想定される支援内容を整理した「適切なケアマネジメント手法」
の「疾患別ケア（認知症がある方のケア）」の内容を理解する。
・各自が担当している認知症がある方のケアマネジメントに関する事例（居宅サービス計画等）
について主任介護支援専門員としての実践を振り返り、意見交換等を通じて、課題や不足してい
る視点を認識し分析する。分析に必要な根拠を明確にすることにより改善策を講じ、資質向上に
向けた介護支援専門員に対する指導・支援を実践することができる知識・技術を修得する。
・認知症の要介護者等及び家族を支援するに当たり重要となる医療職をはじめとする多職種や地
域住民との連携方法等ネットワークづくりの実践について、課題や不足している視点を認識し分
析する手法及び改善指導に関する講義を行う。
・認知症である要介護者等の支援方法を検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォー
マルサービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの実践において、社会資源の
開発など地域づくりの視点を含め、課題や不足している視点を認識し分析する手法及び介護支援
専門員に対する改善指導に関する講義を行う。

８日目
講義

５日目
講義


